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会

長

挨

拶

全
日
本
中
学
校
長
会
会
長

山

本

聖

志

本
日
、
第
七
〇
回
全
日
本
中
学
校
長
会
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
文
部
科
学
大
臣
代

理
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
主
任
視
学
官
・
長
尾
篤
司
様
、
全
国
都
道
府
県
教

育
委
員
会
連
合
会
会
長
・
中
井
敬
三
様
、
公
益
社
団
法
人
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会

長
・
東
川
勝
哉
様
を
は
じ
め
、
教
育
関
係
団
体
の
代
表
の
皆
様
、
全
日
中
歴
代
会
長
及

び
理
事
の
皆
様
、
関
係
機
関
の
皆
様
な
ど
、
多
数
の
御
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
心

か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
度
が
始
ま
り
、
早
二
か
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
全
日
中
は
、
こ
の
総
会

を
も
ち
ま
し
て
、
新
年
度
の
諸
活
動
が
実
質
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
新
た
に
会
員
に
な
ら
れ
た
皆
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。
校
長
へ
の
御
昇
任
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
是
非
、
皆
様
の
お
力
を
全
国
の

中
学
校
教
育
の
充
実
の
た
め
に
お
貸
し
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
五
月
、
天
皇
陛
下
の
御
即
位
に
伴
い
、
元
号
も
平
成
か
ら
令
和
へ
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
国
を
挙
げ
て
の
慶
祝
ム
ー
ド
の
中
、
今

年
九
月
に
は
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
大
会
、
来
年
に
は
実
に
五
六
年
ぶ
り
と
な
る
東
京
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
国
内
外
か
ら
の
視
線
が
我
が
国
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
全
日
本
中
学
校
長
会
に
お
い
て
も
、
今
年
は
、
設
立
よ
り
七
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
一
昨
年
の
戦
後
中
学
校
教
育
七
〇
年
記
念

（４）
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東
京
大
会
と
合
わ
せ
、
さ
ら
に
は
、
二
年
後
に
控
え
た
新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
な
ど
、
現
在
、
様
々
な
意
味
で
「
節
目
」
を
迎

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
が
会
長
に
就
任
し
て
か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
全
国
の
会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
各
地
区
、
各
都
道
府
県
校
長
会
の
皆

様
、
関
係
各
機
関
の
皆
様
に
、
多
大
な
る
御
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

昨
年
、
第
六
九
回
総
会
の
席
上
、
全
日
中
が
当
面
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
、
主
要
、
次
の
三
点
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
た
取
組
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
、「
全
日
中
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」の
推
進
で
す
。

第
一
点
の
「
新
学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施
」
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
各
中
学
校
で
現
在
、
移
行
措
置
期
間
の
取
組
の
最
中
で
あ

り
、
全
面
実
施
に
向
け
た
準
備
に
余
念
の
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

第
二
点
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
五
日
に
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
答
申
さ
れ
た
「
新
し
い
時
代
の
教

育
に
向
け
た
持
続
可
能
な
学
校
指
導
・
運
営
体
制
の
構
築
の
た
め
の
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
関
す
る
総
合
的
な
方
策
に
つ
い

て
」
に
基
づ
き
、
具
体
化
に
向
け
た
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
三
点
の
「
全
日
中
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
全
日
中
の
活
動
の

方
向
性
を
定
め
る
も
の
と
し
て
重
要
で
す
。「
不
易
」
の
理
念
と
時
代
に
即
し
て
変
更
す
べ
き
「
流
行
」
と
を
的
確
に
捉
え
、
今
後
の
活

動
の
基
軸
と
な
る
方
針
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

会
長
と
し
て
活
動
す
る
間
、
全
国
各
地
区
の
研
究
大
会
に
参
加
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

六
月
の
関
東
甲
信
越
地
区
栃
木
大
会
、
近
畿
地
区
大
阪
大
会
、
東
北
地
区
山
形
大
会
、
七
月
の
東
海
北
陸
地
区
岐
阜
大
会
、
八
月
の

九
州
地
区
熊
本
大
会
、
九
月
の
北
海
道
地
区
十
勝
・
帯
広
大
会
。
い
ず
れ
も
、
多
く
の
参
加
者
、
充
実
し
た
内
容
と
と
も
に
、
大
成
功

の
う
ち
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
日
御
参
会
の
皆
様
の
中
に
も
、
大
会
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
大
変
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（５）



����������������������������������

����������������������������������

全
国
大
会
は
、
十
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
鳥
取
県
・
米
子
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
県
で
五
八
人
の
校

長
先
生
方
に
よ
る
、
心
温
ま
る
見
事
な
大
会
運
営
に
、
私
た
ち
も
多
く
の
も
の
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
鳥
取
・
米
子
大

会
の
一
日
目
、
開
会
式
に
続
く
文
部
科
学
省
説
明
で
は
、
下
間
康
行
初
等
中
等
教
育
局
担
当
大
臣
官
房
審
議
官
か
ら
「
当
面
す
る

初
等
中
等
教
育
上
の
諸
課
題
」
に
つ
い
て
、
今
後
の
国
の
方
針
を
交
え
た
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「（
今
後
の
）『
超
ス
マ
ー
ト
社
会

（Society
5.0

）』
や
『
人
生
一
〇
〇
年
時
代
』
を
豊
か
に
生
き
る
た
め
、
人
づ
く
り
革
命
や
生
産
性
革
命
の
一
環
と
し
て
、
若
年
期
の

教
育
や
生
涯
に
わ
た
る
学
習
そ
し
て
能
力
向
上
が
必
要
」
と
の
お
話
は
、
私
た
ち
校
長
に
中
・
長
期
の
視
点
が
い
か
に
重
要
か
、
改
め

て
示
唆
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
体
協
議
会
や
分
科
会
に
お
け
る
研
究
協
議
も
活
発
に
行
わ
れ
、記
念
講
演
で
は
、株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
会
長
の
辰
野
勇
様
か
ら「
リ
ー

ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
力
と
は
、
集
中
力
、
持
続
力
、
判
断
力
そ
し
て
決
断
力
」
で
あ
る
と
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
得
難
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

七
月
末
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
総
務
部
長
、
東
日
本
大
震
災
支
援
委
員
長
、
事
務
局
長
と
共
に
福
島
・
宮
城
・
岩
手
の
三
県
の
被
災

地
や
被
災
校
な
ど
を
訪
問
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
車
中
か
ら
見
か
け
た
道
路
を
行
き
交
う
「
か
さ
上
げ
隊
」
の
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
、
復
興

は
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
大
震
災
を
期
に
既
存
の
学
校
を
小
中
一
貫
校
や
義
務
教
育
学
校
へ
再
編
し
、
災
害
に
強
い
学
校
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
ら
せ
よ
う
と
す
る
様
子
に
は
、
各
自
治
体
、
学
校
、
先
生
方
の
並
々
な
ら
ぬ
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
感
動
い
た
し

ま
し
た
。

一
方
で
、
避
難
し
た
生
徒
が
戻
ら
ず
、
折
角
、
新
し
い
学
校
を
作
っ
て
も
継
続
が
困
難
な
状
況
が
生
じ
る
な
ど
、
災
害
に
よ
る
被
害

の
甚
大
さ
、
深
刻
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

全
日
中
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
被
災
三
県
に
対
す
る
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
防
災
教
育
の
充
実
や
災
害
記
憶
の
風
化
の
防

止
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

（６）
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そ
の
他
、
関
係
省
庁
等
に
対
す
る
次
年
度
に
向
け
た
「
文
教
関
係
立
法
・
予
算
措
置
等
」
要
望
書
の
提
出
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議

会
な
ど
教
育
関
係
二
三
団
体
と
共
に
採
択
し
た
「
子
供
た
ち
一
人
一
人
に
対
す
る
き
め
細
か
な
教
育
の
実
現
と
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
の
た
め
の
指
導
・
運
営
体
制
の
構
築
等
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
」、
全
国
の
政
令
指
定
都
市
に
東
京
都
を
加
え
た
二
一
都
市
の
校
長
会

の
代
表
が
一
堂
に
会
し
て
行
わ
れ
た
大
都
市
中
学
校
長
会
連
絡
協
議
会
な
ど
、
い
ず
れ
も
こ
れ
か
ら
の
中
学
校
教
育
の
発
展
を
進
め
る

た
め
に
重
要
な
取
組
に
関
与
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

時
代
が
令
和
に
変
わ
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
先
日
、
第
十
期
と
な
る
中
央
教
育
審
議
会
が
開
催
さ
れ
「
新
し

い
時
代
の
初
等
中
等
教
育
の
在
り
方
」
に
関
す
る
検
討
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

新
時
代
に
対
応
し
た
義
務
教
育
や
高
等
学
校
教
育
の
在
り
方
、
増
加
す
る
外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
応

じ
た
教
師
の
在
り
方
や
教
育
環
境
の
整
備
等
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
新
た
な
方
策
の
検
討
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
全
日
中
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た
国
の
方
向
性
や
時
代
状
況
を
踏
ま
え
、「
実
践
も
あ
り
理
論
も
あ
る
有
言
実
行
の
教

育
の
実
践
的
専
門
家
集
団
」
と
し
て
の
役
割
を
引
き
続
き
、
強
力
に
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
全
国
の
会
員
の
皆
様
、

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

結
び
に
、
こ
れ
ま
で
の
全
日
本
中
学
校
長
会
の
活
動
に
御
理
解
・
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
全
日
中
役
員
の
皆
様
を
は
じ
め
全
国

の
会
員
の
皆
様
、
全
日
中
に
対
し
て
全
面
的
な
御
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
文
部
科
学
省
の
皆
様
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
の

皆
様
、
関
係
団
体
の
皆
様
、
そ
し
て
全
日
中
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
、
開
会
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（７）


